
PHS保護規定の 経緯について

○ PHS帯域における不要発射レベルを他の帯域よりも厳しく設定（-41dBm/300kHz）した経緯を確
認した結果、平成11年に、2GHz帯に第三世代携帯電話（IMT-2000）を導入する際の検討が元と
なっている。

○ その当時、1.9GHz帯に既に導入されている上側隣接に、携帯電話上り（端末送信）を導入する際、
ガードバンド（IMT帯域内に設定）をどの程度とるべきか、また、携帯電話端末からPHS帯域への不
要発射レベルがどの程度であれば干渉回避可能かを検討。

○ 以下の検討モデルでのPHSの呼損を評価した結果、呼損率は最大でも0.38%程度であり、IMTの目標
呼損率1%以下であることから共用可能と判断。

・PHS（音声端末）と携帯電話が近接して使用される屋内での利用を想定
・PHS帯域における携帯電話端末の不要発射レベルは、当時のIMT機器のACLR2実力値（-38dBm /
300kHz＠10MHz離調）をベースとし、製造時のばらつきを考慮し-41dBm/300kHzと設定

・携帯電話帯域内に5MHzのガードバンド（IMTのスペクトル下端が1925MHz）
・PHSへの干渉条件＝PHSの制御チャネルが妨害され、発着呼が不能な状態

○ 本基準は3GPPにおいても、PHS保護を行う場合に適用される基準であることが明記。
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（参考）
・当初の国内でのIMT-2000の導入は、IMT帯域内に5MHzのガードバンドを設定し、公平性を期すた
めに15MHz（上り下りで30MHz）×３者として割当（その後、平成16年に5MHzを順次割り当てる
方針を公表）
・平成13年に「IMT-2000との共存下におけるPHSの高度化に必要となる無線設備の技術的条件」に
おいて、IMT側ガードバンド解消のため、PHS制御チャネルの移行が適当と答申
・平成14年1月16日に周波数割当計画を変更しPHS帯域のうち上端（1915.7-1919.6MHz）の使用期
限を平成24年5月31日と設定
・制御チャネル移行完了後、平成24年12月25日に周波数割当計画を変更し、PHS帯域上端を
1915.7MHzに変更
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当初の割当 H24周波数割当計画変更時の電波監理審議会資料より
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（参考）３GPPにおいても、PHS保護を行う場合に適用される基準であることが明記。
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